
子どもたちの世界を広げよう

No.1 令和7年４月

認定こども園



幼稚園は目に見えない力『非認知能力』を育てる場です！

変化の激しいこれからの時代、あと10年もたたないうちに
今ある仕事の半分はＡＩにとって変わられる・・・と言われています。
今後必要とされるのは「認知能力」を支える『非認知能力』です。

❍自己肯定感  ❍自己有能感
❍主体性   ❍協働力
❍がまんする心 ❍根気強くやり抜く力
❍社会性  ❍共感性

…そしてそれを育てるのが「遊び」です。

では、どんな遊び、どんな生活を？



本園のめざすところ ３つのポイントは・・・

①みんなで生活して育つ 異年齢保育
（それはまさしく‘からみ保育’‘交わり保育’。

交わる中で様々な力が育っていきます）

②以上児は ・・・        プロジェクト保育

③未満児は ・・・           コーナー保育

                                                                 を園生活の中心に



Q:なぜ異年齢保育？

人は人と関わる中で育ちます・・・
当たり前と思えるそれが、コロナ禍で当たり前ではなくなりました。
感染を恐れ、それぞれのクラスが交わることなく遊んだ日々…
その弊害は計り知れないものがあります。

これではいけない！と、園では一念発起して、色々な年齢の子ど
もたちが、交わり合い、からみ合う「異年齢保育」をどんどん
入れていこう！色々な年齢の子どもたちが安心して交わえる場所
を作ろう！と話し合いました。



Q:東雲幼稚園の「プロジェクト保育」って？

みんなで話し合い、一つのテーマに向かって協力し合って制作し、
色々な年齢の子どもたちが生き生きと一緒になってその遊びを
楽しむ活動を

本園では プロジェクト保育 と呼び、

年に数回、長いものだと準備期間に1カ月以上かけて行っています。
その保育活動の中では、主体性・協同性・言葉による伝え合い・
思考力の芽生え・字や数への興味・豊かな感性等、様々な力が
育っていきます。大きい子は小さい子に優しく教える姿、小さい子は
大きい子に頼ったり憧れる姿が見られ、深い関わりが見られます。



プロジェクト保育＆コーナー保育

    東雲幼稚園の

アクティブ･ラーニング



プロジェクト保育 File①

 2025年4月 3･4･5歳児 ＋ 0･1･2歳児

『みんなで、おうちごっこ』

子どもたちの世界を広げよう @しののめK



みんなの声は
みんなの声は
保育ウェブで

共有！

プロジェクト保育の前に話合い（アッセンブレア）
終わった後も振り返り

①まずは話合いからスタート！ 先生たちの合い言葉は･･･

こどもたちの声に耳を傾けよう！！
こどもたちの姿を拾おう！・・・

みんなの声１０の
１０の姿『言葉による伝え合い』）

は

子どもたちの世界を広げよう @しののめK



プロジェクト保育 File① 4月
『みんなでおうちごっこ』 交わり合って、毎日、みんなが楽しくて幸せ！

子どもたちの世界を広げよう @しののめK

＊準備もグループみんなで力を合わせて･･･

キッチンチーム、リビングチーム、おもちゃチーム
ベッドチーム、そしておふろトイレチーム



子どもたちの世界を広げよう @しののめK

＊異年齢の
おふろチーム
みんなで
力を合わせて･･･

・・・プロジェクト保育で遊びが深まる・・・

じっくり取り組みます・・・
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